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千葉大

見
て
る
だ
け
じ
ゃ
学
べ
な
い

千
葉
大
の
教
員
の
グ
ル
ー
プ
が
、

卓

上

サ
イ

ズ

の
物

理

実

験

キ

ッ
ト

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ

ス
ク
ラ
ボ

（
Ｐ
Ｄ

Ｌ
）
」
を
開
発
し
た
。
場
所
を
選
ば

ず
、
簡
単
に
本
格
的
な
実
験
が

で
き

る
の
が
特
徴
。
同
大
は
新
年
度
か
ら
、

理
系
の
新
入
生
約
１
１
０
０
人
全
員

と
、
文
系
の

一
部
２
０
０
人
に
対
し
、

こ
の
キ

ッ
ト
を
使

っ
た
授
業
を
導
入

す
る
。

Ｐ
Ｄ
Ｌ
は
、
Ｂ
５
判
サ
イ
ズ
の
鉄

板

た
、
Ｃ
Ｄ
の
読
み
取
り
な
ど
に
使

う
半
導
体
レ
ー
ザ
ー
部
品
や
電
池
ボ

く

ら

し ４
人
の
グ
ル
ー
プ
で
行

っ
て
い

た
。
ど
う
し
て
も
、
実
験
を
眺

め
て
い
る
だ
け
の
学
生
も
出
て

し
ま
い
、
学
習
効
果
に
問
題
が

あ

っ
た
。

実
験
離
れ
が
進
ん
で
い
て
、

物
理
を
履
修
し
た
学
生
で
す

ら
、
２
割
が
高
校
で
実
験
を
し

て
い
な
い
の
が
実
情
。
学
生
一

人
一
人
が
、
実
験
を
体
験
で
き

る
方
法
は
な
い
か
。
理
学
、
教

育
学
、
工
学
の
各
学
部
で
物
理

を
担
当
す
る
教
員
が
協
力
し
て

知
恵
を
出
し
合
う
中
か
ら
、
Ｐ

「冬
分
で
実
験
」キ
ッ
ト

ッ
ク
ス
、
細
長
い
切
れ
目
を
入
れ
た

金
属
塊
、
小
さ
な
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど

を
磁
石
で
張
り
付
け
て
あ
る

。

開
発
者
の

一
人
の
小
堀
洋
教
授
が

テ
ス
ト
で
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
、

赤
い
レ
ー
ザ
ー
光
が
ス
リ
ッ
ト
を
通

り
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
「
干
渉
縞
」
と
呼

ば
れ
る
光
の
模
様
が
浮
か
び
上
が

っ

た
。
光
が
波
の
性
質
を
持
つ
こ
と
が

分
か
る
基
礎
的
な
光
学
の
実
験
だ
。

部
品
を
替
え
れ
ば
ヽ
精
密
な
測
定

も
可
能
。
小
堀
教
授
は
「
文
系
に
は
実

験
の
面
白
さ
を
伝
え
、
理
系
に
は
研

Ｐ
Ｄ
Ｌ
の
動
き
を
確
認
す
る
小
堀
教
授

（
手
前
）

究
に
必
要
な
技
術
を
伝
授
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
胸
を
張
る
。

同
大
は
こ
れ
ま
で
ヽ
物
理
の
実
験

を
、
大
型
装
置
の
あ
る
実
験
室
で
３
、

Ｄ
Ｌ
の
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
。

な翻鶴融だ割課緋知耐府脚脇蹄

な
の
で
、
１
セ
ッ
ト
あ
た
り
の
費
用

は
２
，
３
万
円
程
度
。
今
年
度
は
文

部
科
学
省
の
補
助
金
を
利
用
し
て
―

０
０
セ
ッ
ト
を
用
意
し
た
。
乾
電
池

を
使
う
の
で
、
授
業
は
普
通
の
教
室

で
も
Ｏ
Ｋ
。
部
品
の
組
み
合
わ
せ
次

第
で
、
光
学
だ
け
で
な
く
、
力
学
、

電
磁
気
学
な
ど
何
通
り
も
の
実
験
が

で
き
る
。

昨
年
度
、
理
系
の
授
業
の
一
部
に

Ｐ
Ｄ
Ｌ
を
試
験
的
に
導
入
し
た
と
こ

ろ
、
学
生
た
ち
に

「自
分
で
色
々
試

せ
て
役
立
っ
た
」
と
好
評
だ
っ
た
。

小
堀
教
授
は

「理
系
、
文
系
を
問

わ
ず
、
大
学
で
科
学
的
な
物
の
見
方

を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
大
切
。
Ｐ
Ｄ

Ｌ
は
、
そ
の
た
め
の
強
力
な
道
具
に

な
る
は
ず
」
と
期
待
し
て
い
る
。

（原
田
信
彦
）
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